（4）滋賀県守山市・あじさい園（知的障害者通所授産施設）

※コンサルタント：(社)滋賀県社会就労事業振興センター

　●モデル事業取り組み以前の作業の内容　（※工賃水準ステップアップ対象事業）
　　※下請作業 － 電気部品の組立て、食品（ゆば）袋詰め

　　※自主製品 － 作業用手袋の製造販売、生ゴミ発酵促進剤の製造販売、など

　　※委託作業 － 公園清掃、イベント機器メンテナンス

　●工賃水準ステップアップの方向性

　　→ 新規事業の立ち上げ（自転車駐輪場管理事業（委託作業）、配食サービス事業、など）

　　→ 既存事業の見直し（現状分析、職員の勤務体制の見直し、など）

　●工賃アップ目標達成のための改善計画の概要

　　① 利用者の就労スキルの向上（アビリンピック(全国障害者技能競技大会)出場を目指して）

　　② 職員の勤務体制の見直し

　●計画実行スケジュールの概要

　 ※18年度 － 新規事業のアイデアの検討と既存事業の分析

※新規事業（自転車駐輪場管理事業（委託作業）のスタート）

・平成18年 ９月　事業の立案　　　　　→　守山市社協

　　・平成18年10月　一週間の体験学習　　→　駐輪場従業員

　　・平成18年10月　マニュアルの作成　　→　駐輪場従業員

　　・平成18年11月　園内業務の人時分析　→　コンサルタント

　　・平成18年12月　訓練メニューの作成　→　コンサルタント

　　・平成19年 １月　試行期間Ⅰ　→　段階的に勤務時間を増やしていく

　　・平成19年 ２月　試行期間Ⅱ　→　段階的に勤務時間を増やしていく

　　・平成19年 ３月　試行期間Ⅲ　→　段階的に勤務時間を増やしていく

　 ※19年度 － 新規事業（配食サービス事業）のスタート（助走実験期）

　●地域ネットワーク会議の委員の選定プロセス

　　　利用者の工賃向上を可能とする事業展開を図るための情報提供をしてもらえる方で、なおかつその事業の顧客となっていただける方という趣旨で構成員の選定を行った。

・ 行政の動きと連動する中でビジネスチャンスを得られることをねらいとして行政関係者

・ 企業の作業スキルを園に活かすこと、異業種交流を図ることと企業が持つネットワークの中でのビジネスチャンスを得られることをねらいとして企業経営者・商工会議所

・ 工賃アップの取り組みと当園単体のものとしないために市内の施設関係者

・ 職員だけの動きではなく法人、施設の取り組みとするために法人理事・監事、保護者

　●具体的数値目標と達成度
	
	17年度実績
	18年度の実績

（事業完了時点）
	19年度の目標
	最終目標

（21年度）

	平均工賃

(目標)金額
	13,939円
	実績: 20,650円※

目標：　25,000円
	30,000円
	40,000円


　　※ 新規事業・自転車駐輪場管理業務（５名）

　●モデル事業における効果

　 ① 利用者への効果
新しい事業を展開することで、具体的なイメージを持つことができている。また、施設内が変化していることで期待感を持つようになっている。実際に新しい事業に従事している利用者を見ることで憧れを感じ、興味を持ち、工賃の向上に消極的だった利用者も変化がみえはじめている。
 ② 職員への効果
新規作業の担当職員はもちろんのこと、新規作業に引っ張られる形で既存作業担当職員も工賃アップに向けて、それぞれが作業確保に努める動きが出てきた。また絶えず各自が情報に耳を傾けるようになってきた。このように今回のモデル事業を行うことで、どの作業も活発に取り組めるようになってきた。

 ③ 施設全体への効果
　　　この工賃水準ステップアップ事業で、地域ネットワーク会議の構成員をいろいろな方にお願いし、また法人の理事等も地域ネットワーク会議に参加し、施設の現状を把握してもらえた。また、事業の実施期間を通じていろいろな情報提供を受け、アドバイスしていただけるなど積極的な動きが出てきている。このような動きの中で、職員集団だけで取り組みがちであった事業について広がりを持ち、施設の活性化が図られている。

　●今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望

　　わずか半年間で工賃アップの見通しをつけなければならないため、収益面を重視した感じである。もう少し時間をかけて、環境調整した上で条件などを整えて取り組んでいった方がよい結果が出るのではと反省する。課題としては、新規事業の展開を図るために要する労力を賄うという職員体制の確立と共通理解の維持・徹底があげられる。
　●コンサルタントの総合評価

　　・ ｢工賃アップは誰かがしてくれる｣から｢自分たちがやらなければ｣に確実に変わってきた。変化と改革は人が決め手となる。

　　・ 今回は運良く一部であるが、目標値を達成できる施設外作業（自転車駐輪場管理事業）の機会が得られた。しかし自主事業（既存事業の見直しや配食サービスなどの新規事業）ではまだ目標値を達成できていないことを考えると、総合的に７割は反省に値すると思っている。

　●工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）の進め方に対する意見・提案

　（モデル事業実施施設の立場から）

　　・ 工賃の向上は一職員や施設内だけで取り組むには限界がある。ネットワークを構築し、情報の出入りを円滑に行う必要がある。また利用者や保護者の工賃アップに対する願いの顕在化を図ることも必要。その上で工賃アップを「やりきる」という強い意志の下に事業の展開を図ることが成否の鍵を握ると感じている。
　（コンサルタントの立場から）

　　○工賃水準ステップアップ事業への取り組みの必須手順の提案

　　【事前ステップ】

　　　・事前ステップ１ － 責任者（理事長・施設長）の動機付け、モラールアップ

　　　・事前ステップ２ － 理事・職員への動機付け、モラールアップ

　　　・事前ステップ３ － 保護者の意識変革

　　【プロジェクトステップ】

　　　・プロジェクトステップ１ － 既存事業の分析

　　　・プロジェクトステップ２ － 情報の共有、自主勉強･研修の継続、地域ネットワーク
　　　・プロジェクトステップ３ － 施設の理念の再点検とその実現のための具体的な目標化

　　　・プロジェクトステップ４ － 事業計画の作成

　　　・プロジェクトステップ５ － 事業の継続


















④あじさい園（知的通所授産施設）
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